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最古のニホ ンザル

相見 満

京都大学霊長類研 究所

は じめ に

ヒ トをのぞ く霊長類 の うちで,ニ ホ ンザ ル(Macaoaf乙zsc∂ 乙a)は もっ とも北にす む といわれ

て いる。南は屋久 島か ら北は下北半島 まで分布す る。このよ うなニホ ンザ ルがいつ頃か ら日本に

すむ よ うになったのだろうか。今 か ら30万 年前 とも,50万 年 前 ともいわれてきた(相 見 ・高畑,

1994,岩 本 ・長谷川,1991)。 そ の後,日 本列島 と大陸 との間をつな ぐ陸橋の形成 をめ ぐり新 し

い解釈が でて きた。そ こで,ま ず,日 本産 哺乳類化 石による第四系の年代区分が どのよ うにな さ

れて きたのか を概観す る。さ らに,陸 橋の形成 に関す る最近 の見解 を紹介す る。つづ いて,こ れ

までニ ホンザル の化石が,ど こで見つか って いるのか,そ の年代 は どう解 釈するのが妥 当か を議

論 し,最 後 にニホ ンザルが いつ頃か ら日本 にす むよ うにな ったか を議 論 したい。

哺乳類化石 に基づ く年代 と本 州 ・九州 と大 陸との間の陸橋

日本列 島にお いて,第 四紀 の哺乳類化石 を産 出す る堆積物 は,海 成 ・湖成 ・河成の堆積物 と洞

窟 ・裂か堆 積物 とに分け られる(河 村 ら,1989)。 裂 か堆積 物 とは,石 灰岩の割れ 目な どにたまっ

た堆積物 の ことである。これ らの間には堆積物 の性質や化石 の産状 に著 しい違 いがみ られ る。前

者 は,一 般 に化石 の産 出層準 の層序学的な位置が はっき りして いる場合が多 く,化 石産地の数 も

多 い。しか し,個 々の産地 をみ ると化石の産出量が極端 に少な く,種 類数 も極 めて乏 しい。一方,

後者 は個 々の堆積 物の層序や 年代 が不明確 な場合 が多 いが,化 石 の産 出量や種類数 が豊富で,し

か も化石 の保 存状態がよい。後者の堆積物 の層序 を確立 し,年 代 を求めて,前 者 と対比す る こと

ができれば,そ れぞれ の欠点 が補 われ,哺 乳類相 の復元が可能 とな る。Kawamura(1988)は,

哺乳類化 石を含 む洞 窟 ・裂 か堆積物 のお もなものにつ いて,こ れまで得 られた年代 に関す るデー

タ をま とめて,対 比表を作成 した。さ らに,亀 井 ら(1988)は,そ れ らを海成 ・湖成 ・河成の堆

積 物 と対比 し,日 本 の第 四系 の哺乳類化石 による分帯 を提案 し,中 ・上部更新統 を次 の5帯 に分

けた。QMは,QuaternaryMarnrnalの 略である。

QM7帯:後 期更新世の後期

QM6帯:後 期更新世の前期

QM5帯:中 期更新世の後 期

QM4帯:中 期更新世の中期

QM3帯:中 期更新世の前期

現在 のところ,も っとも古い洞窟 ・裂 か堆積物 はQM4帯 す なわ ち,中 期更新世 中期 のもの

である。 したが って,そ れよ り古い年代の哺乳類相はよ く分か らな いのが現状であ る。

河村(1998)は,第 四紀 における 日本 列島への哺乳 類の移 動 を本州 ・四国 ・九州 と北海道,琉
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表1.ニ ホ ンザ ル の化 石 産 地 とそ こか ら出 土 した 長 鼻類 と分 帯 。 長 谷 川(1966),Hasegawa(1972),
Iwamoto&Hasegawa(1972),Kawamura(1988),河 村 ほ か(1989)の 資 料 に よ る。

化 石 産 地 ニ ホ ンザ ル ナ ウ マ ン ゾ ウ 分 帯

帝 釈 観 音 堂 洞 窟+-QM7

敷 水 採 石 場+-QM7

熊 石 洞++QM7

谷 下 採 石 場+-QM7

嵩 山採 石 場+-QM7

尻 屋 鉱 山++QM6

上 部 葛 生 層(宮 田 ・築 地 採 石 場)++QM6

杉 穴+-QM6

牛 川 鉱 山 ・++QM6

白岩 鉱 山++QM6

藤 沢 市 天 岳 院++QM6

鑓 水++QM5

宇部興産採石場第三地点+-QM5シ
見洞窟(松 ヶ枝,北 九州)++QM5"'㌔

安藤採石場++QM4

球列 島という3つ の生物地理 区に分 け,以 下 のように考察 した。これ ら3地 理 区の うちで本州 ・

四 国 ・九州は化 石の記録が もっとも豊富 である。この地域か ら産 出す る哺乳類化石 のうち,第 四

紀 のほとん どすべての時期の堆積物か ら産出するのは長鼻類 に限 られ る。長鼻類以外の哺乳類 は,

中期更新世以前 にな る と化石 が極端 に少 な くなる。最近 にな り,近 畿 ・東海地方では長鼻類各種

の産 出範 囲と分帯が整理 され,次 の3種 のゾ ウが最初 に出現 した時期が推定 された(樽 野 ・亀井,

1993)。 そ れ による とシガゾ ウ(Ma加 η2α亡ゐαssゐ ゴgensfs)は100万 年 前頃,ト ウ ヨウゾ ウ

(&egodo刀oガe鉱aljs)は50万 年前頃,ナ ウマ ンゾウ(Pa1∂eoloxodonn∂ αmaηnカ は30万 年

前頃 に出現 した とい う。これ らのゾ ウの出現は,そ れ らが近隣 の大陸地域か ら移入 して きた こと

を示 し,ま たそのよ うな移入 を可能 にす る陸橋 の形成 を示唆す る と考 え られ る。ナ ウマ ンゾ ウの

移入期以降 本州 ・四国 ・九州地域 は大 陸や 北海道 か らず っ と隔離されてきた と推測 される。北

海道 で は後 期更 新 世 の哺乳 類 は,ナ ウ マ ンゾ ウ,プ リミゲニ ウスゾ ウ(M∂m加 就 ゐαs

pエ加fgeη ∫αs),ヤ ベ オオッ ノジカ(Sfηomegaoerosyabe∂ といった3種 の大型草食獣で代表

され る。そ の うち,ナ ウマ ンゾウ とヤ ベオオッ ノジカは,本 州 ・四国 ・九州地域か ら30万 年前

頃 に移入 した と思われ る。プ リミゲニウスゾ ウは後期更新 世後 半にシベ リアか らサハ リン経 由で

移 入 した と推測 され る。琉球列 島では,更 新世 の化石記録は大部分が後期更新世の もので ある。

琉 球列島北部の後期更新 世の動物相 は固有 の要素が卓越 しているが,そ れ は更新世以前 にすで に

この地域 に移入 して いた と推測 され る。琉球列 島南部 の後期更新世 の動物群は,中 期 あるいは後

期 更新世 に移入 した種類 と,よ り早 い時期 に移入 した種類か ら成 り立 って いる。

小西 ・吉川(1999)は,最 近明 らか にな った火 山灰層序 に基づ き長鼻類化石 の産 出層準 を綿

密 に整理 しなお し,大 阪地域 の第 四系な どで明 らかになっている深海底堆積物 の酸素 同位体比層

序(Shackleton,1995)と 関連づ けた。 これ らのデ ータに加え,深 海底 の酸素 同位対比変化曲

線 か ら導かれ る気候変化 および 日本海 のボー リングコアか ら読 み とれ る海況 の変化か ら,長 鼻類

が 日本列 島へ移入 した時期 と陸橋形成 時期 を議 論 した。北海道 と琉球列 島を除 く日本列 島の第四

系か らは4種 の長鼻 類化 石が産出 され る。下位か らアケボ ノゾ ウ,シ ガゾ ウ,ト ウヨウゾ ウお よ

び ナウマ ンゾウである。アケボ ノゾ ウは 日本列島で独 自に分化 した種 とみな されて いるので(三
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表2。 安藤採石場か ら出土 した化石と現生ニホンザルの下顎第3大 臼歯の大きさの比較(近 藤,
1987)。

安藤採石場の化石 オス メス

近遠心径

標本数16357

平均値±標準偏差(mrn)lL60±0.6081LO2±0.601

レンジ(mrn)12.113。25-10.3012.45-935

頬舌径

標本数16961

平均値±標準偏差(mm)7.67±0.3457.21±0.474

レンジ(mrn)7.08.60-7。008.35-5.85

性差は1%レ ベルで有意(近 藤1987)

枝,1990),陸 橋形成 に関す る議論か ら除外する。シガゾ ウ化石 の下 限 と上限の年代は115万 年

前 と65～63万 年前,ト ウ ヨウゾウ化石 の下 限 と上限は62万 年 前 と57万 年前,ナ ウマ ンゾ ウ化

石の下限の年代は36～34万 年前 とな る。トウヨウゾウ産出の下限は酸素 同位体ステー ジ15.5の

62万 年前で ある。トウ ヨウゾ ウ産出の下限は特 に寒冷 な氷期で 日本海が孤立 したステー ジ16に

極めて近 く,ス テー ジ16の63万 年前頃 に対馬海峡が陸化 し大 陸 との陸橋 が形成され,ト ウヨウ

ゾ ウが 中国南部か ら移動 して きた と推測 され る。一方,ナ ウマ ンゾ ウの産出の下限はステー ジ10

の36～34万 年前で ある。ナウマ ンゾウの移 入時期 は,そ の産出 の下限がステー ジ10の なかに

あることか ら,ス テー ジ10よ り,そ の1つ 前 の氷期ステー ジ12の 可能性が高 い。ナウマ ンゾウ

が 中国南部か ら陸橋 をわ たって移動 して きた のは,ス テー ジ12の43万 年前頃 と思 われる。日本

海では,低 海水準期 を示す厚 い暗黒 色層が比較的長期 にわた り連続的 に発達す るのは,ト ウ ヨウ

ゾ ウとナ ウマ ンゾ ウが移入 したステー ジ16と ステージ12,お よび最終氷期 のステージ2で ある。

これ らの時期は 日本海が孤立 した のが と くに長期 にわた った と考 え られ る。陸橋のかかっていた

時 間が長 く,大 陸か ら動物が移動 した可能性が高かった と推測 され る。このように,ト ウヨウゾ

ウが移動 して きた のはス テー ジ16の63万 年前で,ナ ウマ ンゾ ウはステー ジ12の43万 年前 と推

定 され る。なお,シ ガゾ ウの移入時期 は,こ の時期 の 日本海 堆積 物の詳細な報告がな いので今の

と ころ議論で きな い という。

このよ うに して,現 在,ト ウヨウゾ ウが移 入 した約63万 年前 とナ ウマ ンゾ ウが移入 した約43

万年 前に朝鮮半 島 と本州 ・九州 をつな ぐ陸橋があ り,哺 乳類 が大陸か らわた ってきた と考え られ

るよ うになってきた。そ して,亀 井 ら(1988)の いうQM4帯 とQM5帯 の始 ま りが,そ れぞれ

約63万 年前 と約43万 年前だ と思われ る。その後,陸 橋 の形成 は無かった と思われ る(多 田 ・入

野,1994)。 本州 ・九州 と大陸は海で隔て られた ままであった。

ニ ホンザル の化石

これ までニホ ンザルの化石が 日本各地の第四系か ら報告 されて きた(表1,図1)。 そ のう

ち比較的古 い とされる ものを取 り上げ,そ の年代 を検討 する。

1)鑓 水 で発 見された右 上腕 骨

現生ニホ ンザル の上腕骨 に対 比で きる形態 を示 し,大 きさは現 生の成体オスの もの に相 当す

る(岩 本 ・長谷川,1991)。 千葉県袖 ヶ浦市横 田の鑓水砂 利採取場で1961年9月 に発見 された。

地蔵堂層か ら産 出 された とされる(植 田,1969)。 しか し,徳 橋 ・遠藤(1984)の 層序 に したが

うと,地 蔵堂層 よ り上部 の上泉 ～清川層 に相 当 し,層 序 が確 立 しな い。伴 出 した化石 はナウマ ン

15



相見 灘

〆

図1.ニ ホ ンザ ル の 化石 産地 。

タ

ゾ ウで ある。

岩本 ・長谷川(1991)は,こ の化石 が地 蔵堂層か ら出土 したもの とみな し,そ の年代 につい

て次のよ うに述べて いる。「これ まで発見,報 告 されて いるサル化石 の年代 に注 目してみる と,今

回 ここに報告 した槍水(鑓 水 の誤 り)上 腕 骨が最古 のもの といえる。この化石は,第2問 氷期 に

あたる時期 に,関 東地方 にサルが生息 して いた ことを物語 って いる。 したがってサル は,大 陸 と

の問が陸地化 して いたそれ以 前の第2氷 期(ミ ンデ ル氷期)に は既 に 日本に渡来 していた という

ことになる。強 いて実年代 でいえば,す で に今か ら40万 年前 まで には,日 本にサ ルが生息 して

いた ことになろ う」しか し,こ の化石 の産 出した層序 は上泉～清川層 ともいわれ確 定 していない。
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伴 出 したナウマ ンゾウか らみて,こ の化 石の年代は古 くて も36-34万 年前の ものと思われる。ま

た,亀 井 ら(1988)の いう分帯 ではQM5 ,帯に対比 され る(表1)。

2)安 藤採 石場か ら出土 した左下顎第3大 臼歯

山口県美祢 市 の安藤採石場で発見 され た1本 の遊離歯,左 下顎第3大 臼歯で,近 遠心径が12.1

mrn,頬 舌径 が7.Ornmと い う(lwarnOto&Hasegawa,1972)。 このサイズは,現 生ニホ ン

ザ ルの変異の幅 に収 まる(表2)。 トウヨウゾ ウとナ ウマ ンゾ ウが伴 出 した という(lwamOtO&

Hasegawa,1972)。 亀井 ら(1988)は 安藤採石 場の堆積物 をQM4帯 の もの としている。 トウ

ヨウゾ ウとナ ウマ ンゾ ウが 同時代 に生息 していた とは思われ ない し(樽 野 ・亀井,1993,小 西 ・

吉川,1999),安 藤採石場の堆積物 は裂か堆積物で ある。石 灰岩 の割れ 目に上か ら落ち込んで堆

積 した もので ある。いろい ろな年代の ものが堆積 した と思われ る。したがって,こ この堆積 物の

すべて をQM4帯 のもの と見 なす ことはできない。QM5帯 の堆積 物 も含 まれ るし,も っと新 しい

堆積物が含 まれて いるか も しれ ない。

3)尻 屋崎か ら出土 した右下顎犬歯

青森県下北半 島の尻屋崎で1954年 に発見 され,大 きさか ら見て メス のものと思われ る

(lwamOto&Hasegawa,1972)。 ナ ウマ ンゾ ウが伴 出 して いる。石灰岩 の採石場 か ら掘 り出

され た裂か堆積物で,QM6帯 とされて いる(亀 井 ら,1988)。

4)そ の他 のニホ ンザル化石

北九州市 の恒見洞窟や宇部興産採石場第三地点な どか らニホ ンザル の化石が出土 して いるが,

すべてQM5帯 よ りあた らしいと思われ る(表1)。

ニ ホンザルが いつ頃 日本 にや ってきたか

これまでに発見 されたニホ ンザ ル化石で もっとも古 い化石 は,安 藤採石場か ら出土 した下顎第

3大 臼歯 といわれてきた(相 見 ・高畑,1994)。 安藤採石場の堆積物は裂か堆積物で,ト ウヨウ

ゾウ とナウマ ンゾウの両方 の化石 が出土 してい る。したがって,こ この堆積物のすべてがQM4帯

の堆積 物 とは限 らず,QM5帯 の堆積物 も含む。もっと新 しい堆積物 を含 んでいる可能性 もある。

ここか ら出土 したニホ ンザ ルの化石がQM4帯 か らの もので あれば,ニ ホンザ ルで もっ とも古 い

化 石 ということになる。ニホンザ ルの祖 先は,ト ウヨウゾ ウと ともに今 か ら約63万 年前 に 日本

列島にやってきた と思われ る。 しか し,こ の化石の年代は もっと新 しい可能性 も十分あ る。

鑓水砂利採取場か ら出土 した上腕骨の化石 は,そ の層準が地蔵 堂層 とも上泉～清川層 ともいわ

れ確定 しない。しか し,こ この堆積物は裂か堆積物 ではないので,い ろいろな年代 のものが含 ま

れ るわけではない。ナウマ ンゾウが伴出 しているので,ニ ホンザ ルの祖先はおそ くともナ ウマン

ゾ ウとともに日本列島 にや って きた と思われ る。そ うだ とする と,ニ ホ ンザ ルの祖 先は今 か ら約

43万 年前 には 日本列島 にや って きた と思われ る。

これ らのことを考慮す ると,ニ ホンザル の祖先が 日本列島 にや ってきたのは,早 ければ約63

万年前 ということにな り,お そければ約43万 年前 とい うことにな る。朝鮮半島 を経由 してきた

と思われ る(河 村,1998)。

本州最 北端 の尻 屋崎か らニホ ンザル の化石 が報 告 されて い る(lwamOtO&Hasegawa,

1972)。 裂か堆 積物でQM6帯 とされ,12万 年前 の堆積物だ とい う(亀 井 ら,1988)。 その頃に

は,ニ ホンザルがすで に本州 の北端 にまで分布 を広げ ていた と思 われる。

まとめ

日本列島の各地 か ら出土 したニホ ンザル化石 の年代 を整理 し,日 本列島 と大陸 との問 に形成さ
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相 見 満

れ た 陸 橋 の 年 代 を 考 慮 し,い つ 頃,日 本 に ニ ホ ン ザ ル の 祖 先 が 移 入 し た の か を 検 討 し た 。

1.日 本 列 島 と 大 陸 と の 間 に 陸 橋 が 形 成 さ れ た 時 期 は,第 四 紀 に 少 な く と も2回 存 在 し た 。 古

い ほ う は,酸 素 同 位 体 比 層 序 の ス テ ー ジ16の63万 年 前 頃 で,ト ウ ヨ ウ ゾ ウ が 大 陸 か ら 日 本 列 島

に 移 入 した 。 つ ぎ に,ス テ ー ジ12の43万 年 前 頃 で,ナ ウ マ ン ゾ ウ が 移 入 し た 。 そ の 後,陸 橋 は

形 成 さ れ な か っ た と い う 。

2.ニ ホ ンザ ル の 化 石 で も っ と も 古 い と さ れ る も の は,山 口県 美 祢 市 安 藤 採 石 場 か ら 出 土 し た

大 臼 歯 で,伴 出 し た トウ ヨ ウ ゾ ウ 化 石 と 同 一 の 年 代 だ とす る とQM4帯 か ら 出 土 し た こ と に な る 。

そ う だ と す る と,ニ ホ ンザ ル の 祖 先 が 日本 列 島 に や っ て き た の は,今 か ら 約63万 年 前 と い う こ

と に な る 。し か し,安 藤 採 石 場 の 堆 積 物 は 裂 か 堆 積 物 で,い ろ い ろ な 年 代 の 化 石 が 混 入 し て い る 。

現 に ナ ウ マ ン ゾ ウ 化 石 も 伴 出 し て い る 。 し た が っ て,こ こ で 発 見 さ れ た サ ル 化 石 の 年 代 は も っ と

新 し く な る か も し れ な い 。

3。千 葉 県 袖 ヶ 浦 市 鑓 水 砂 利 採 取 場 で 上 腕 骨 の 化 石 が 見 つ か っ て い る 。 ナ ウ マ ン ゾ ウ が 伴 出 し

て い る の で,お そ く と も ニ ホ ン ザ ル が 大 陸 か ら 日本 列 島 に 移 入 し た の が 今 か ら43万 年 前 と い う

こ と に な る 。

4.現 在 の 資 料 を も と に す る と,ニ ホ ン ザ ル の 祖 先 が 日本 列 島 に や っ て き た の は,古 け れ ば 約

63万 年 前 で,新 し け れ ば 約43万 年 前 と い う こ と に な る 。

本 研 究 は,科 学 研 究 費 補 助 金(基 盤 研 究(B)(1)課 題 番 号11440249、 研 究 代 表 者:茂 原 信 生)、

な ら び にCOE形 成 基 礎 研 究 費(課 題 番 号10CE2005、 研 究 代 表 者:竹 中 修)の 援 助 を 受 け て 行 っ

た 。
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